
(57)【要約】

【課題】無線電話機に登録されているデータを他の装置

で表示する場合にその無線電話機を所有する利用者のプ

ライバシーを保護する。

【解決手段】無線電話機２は、充電台１に載置されると

、自身に登録されている例えば電話帳データを充電台１

にダウンロードして充電台１のＬＣＤ１６Ａに表示可能

にする。充電台１では、ダウンロードされ充電台１のＬ

ＣＤ１６Ａに表示されているデータを、表示消去ボタン

の操作やタイマによる所定時間の経過に応じて消去可能

にする。また、このダウンロードデータは記憶部１５に

も格納することができ、こうした記憶部１５に格納され

ているダウンロードデータは、データ消去ボタンの操作

やタイマによる所定時間の経過に応じて消去可能にする

。

【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 無 線 電 話 機 と 、 前 記 無 線 電 話 機 と の 接 続 手 段 を 有 し 前 記 無 線 電 話 機 へ の 充 電 が 可 能 な 充
電 台 と か ら な る 無 線 電 話 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 無 線 電 話 機 は 、 機 能 情 報 を ダ ウ ン ロ ー ド す る ダ ウ ン ロ ー ド 手 段 を 有 し 、
　 前 記 充 電 台 は 、 少 な く と も 前 記 ダ ウ ン ロ ー ド 手 段 の ダ ウ ン ロ ー ド に 基 づ く 情 報 を 表 示 す
る 表 示 手 段 と 、 前 記 情 報 を 消 去 す る 消 去 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 電 話 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 無 線 電 話 機 は 、 前 記 機 能 デ ー タ が 登 録 さ れ た メ モ リ を 有 し 、 前 記 充 電 台 は 、 前 記 接
続 手 段 を 介 し て 自 身 に 前 記 無 線 電 話 機 が 接 続 さ れ た と き に 前 記 ダ ウ ン ロ ー ド 手 段 か ら 前 記
接 続 手 段 を 介 し て ダ ウ ン ロ ー ド さ れ る 前 記 メ モ リ の 機 能 デ ー タ を 前 記 表 示 手 段 に 表 示 す る
表 示 制 御 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 電 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 充 電 台 は 、 前 記 接 続 手 段 を 介 し て 自 身 に 接 続 さ れ た 前 記 無 線 電 話 機 が 通 話 に 移 行 す
る と 通 話 情 報 を 前 記 表 示 手 段 に 表 示 す る 表 示 制 御 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 電 話
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 無 線 電 話 機 は 、 前 記 機 能 デ ー タ が 登 録 さ れ た メ モ リ を 有 し 、 前 記 充 電 台 は 、 記 憶 手
段 と 、 前 記 接 続 手 段 を 介 し て 自 身 に 前 記 無 線 電 話 機 が 接 続 さ れ た と き に 前 記 ダ ウ ン ロ ー ド
手 段 か ら 前 記 接 続 手 段 を 介 し て ダ ウ ン ロ ー ド さ れ る 前 記 メ モ リ の 機 能 デ ー タ を 前 記 記 憶 手
段 に 格 納 す る 制 御 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 電 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に お い て 、
　 前 記 充 電 台 は タ イ マ 手 段 を 有 し 、 前 記 消 去 手 段 は 、 前 記 表 示 手 段 へ の 情 報 の 表 示 後 の 前
記 タ イ マ 手 段 の 計 時 に よ る 所 定 時 間 経 過 後 に 前 記 表 示 手 段 に 表 示 さ れ て い る 情 報 を 消 去 す
る こ と を 特 徴 と す る 無 線 電 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 又 は ４ に お い て 、
　 前 記 充 電 台 は タ イ マ 手 段 を 有 し 、 前 記 消 去 手 段 は 、 前 記 充 電 台 へ の 無 線 電 話 機 の 非 接 続
が 検 出 さ れ た 後 の 前 記 タ イ マ 手 段 の 計 時 に よ る 所 定 時 間 経 過 後 に 前 記 記 憶 手 段 の 格 納 デ ー
タ を 消 去 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 電 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ５ の い ず れ か に お い て 、
　 前 記 充 電 台 は 、 表 示 開 始 キ ー を 有 し 、 前 記 表 示 開 始 キ ー の 操 作 に 基 づ い て 前 記 表 示 手 段
へ の 情 報 の 再 表 示 を 可 能 に す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 電 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 無 線 電 話 機 と の 接 続 手 段 を 有 し 、 前 記 無 線 電 話 機 へ の 充 電 が 可 能 な 充 電 台 に お い て 、
　 自 身 に 接 続 さ れ た 前 記 無 線 電 話 機 か ら ダ ウ ン ロ ー ド さ れ る 機 能 情 報 を 受 信 す る 受 信 手 段
と 、 少 な く と も 前 記 受 信 手 段 の 受 信 に 基 づ く 情 報 を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、 前 記 情 報 を 消 去
す る 消 去 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 充 電 台 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 無 線 回 線 を 介 し て 通 話 が 可 能 な 無 線 電 話 シ ス テ ム 及 び 充 電 台 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 無 線 電 話 シ ス テ ム に 関 連 す る シ ス テ ム と し て 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ６ ９ ２ ２ ５ 号 公
報 に 開 示 さ れ て い る シ ス テ ム が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の シ ス テ ム は 、 携 帯 電 話 機 の 電 話 帳 デ ー タ を ボ タ ン 電 話 装 置 の 子 機 側 で 表 示 で き る よ
う に し た シ ス テ ム で あ る 。 こ こ で 、 携 帯 電 話 機 の デ ー タ 入 出 力 端 子 ５ ３ と 子 機 の デ ー タ 入
出 力 端 子 ４ ２ と を 接 続 し 、 子 機 の キ ー 操 作 を 行 う か 、 又 は 携 帯 電 話 機 と 子 機 と を 接 続 す る
こ と に よ り 自 動 的 に 携 帯 電 話 機 側 か ら 子 機 へ 電 話 帳 デ ー タ の 転 送 が 行 わ れ 、 子 機 側 の メ モ
リ に そ の 電 話 帳 デ ー タ が 格 納 さ れ 、 子 機 側 に お い て そ の 電 話 帳 デ ー タ の 表 示 が 可 能 に な る
も の で あ る 。 ま た 、 こ の シ ス テ ム で は 、 携 帯 電 話 機 か ら の 電 話 帳 デ ー タ を 子 機 を 経 由 し て
主 装 置 の 記 憶 部 ２ ３ に 格 納 し 、 子 機 か ら 表 示 要 求 が あ る 都 度 、 主 装 置 か ら そ の 電 話 帳 デ ー
タ を 送 信 し て 子 機 の 表 示 器 に 表 示 す る こ と も 可 能 に な っ て い る 。 さ ら に 、 こ の シ ス テ ム で
は 、 携 帯 電 話 機 か ら 子 機 へ の デ ー タ 伝 送 中 に 子 機 が 受 信 デ ー タ を 解 析 し て 該 当 す る 電 話 帳
デ ー タ を 抽 出 し 表 示 器 に 表 示 す る こ と も で き る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
　 ま た 、 一 般 に ボ タ ン 電 話 装 置 の 子 機 は 、 通 話 中 の 時 間 や 料 金 を 表 示 器 に 表 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ６ ９ ２ ２ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う に 、 従 来 の シ ス テ ム は 、 携 帯 電 話 機 の 電 話 帳 情 報 を 子 機 側 で 表 示 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 携 帯 電 話 機 の 通 話 情 報 を 子 機 側 で 表 示 す る こ と も 考 え ら れ る 。 し か し な が ら
、 こ の よ う な 携 帯 電 話 機 は 利 用 者 が 子 機 か ら 外 し て 持 ち 運 び す る こ と が 可 能 で あ り 、 そ の
携 帯 電 話 機 が 利 用 者 の 持 ち 運 び に よ り 子 機 か ら 離 れ た 時 に 、 そ れ ら の 情 報 が 子 機 側 で 表 示
さ れ た ま ま に な っ て い る と 、 利 用 者 の プ ラ イ バ シ ー を 保 護 す る こ と が で き な い と い う 課 題
が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 携 帯 電 話 等 の 無 線 電 話 機 に 登 録 さ れ て い る デ ー タ を 他 の 装 置 で
表 示 す る 場 合 に そ の 無 線 電 話 機 を 所 有 す る 利 用 者 の プ ラ イ バ シ ー を 保 護 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 請 求 項 １ の 発 明 は 、 無 線 電 話 機 と 、 無 線 電 話 機 と の 接
続 手 段 を 有 し 無 線 電 話 機 へ の 充 電 が 可 能 な 充 電 台 と か ら な る 無 線 電 話 シ ス テ ム に お い て 、
無 線 電 話 機 は 、 機 能 情 報 （ 機 能 デ ー タ ） を ダ ウ ン ロ ー ド す る ダ ウ ン ロ ー ド 手 段 を 有 し 、 充
電 台 は 、 少 な く と も ダ ウ ン ロ ー ド 手 段 の ダ ウ ン ロ ー ド に 基 づ く 情 報 を 表 示 す る 表 示 手 段 と
、 前 記 情 報 を 消 去 す る 消 去 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 無 線 電 話 機 は 、 機 能 デ ー タ が 登 録 さ れ た
メ モ リ を 有 し 、 充 電 台 は 、 接 続 手 段 を 介 し て 自 身 に 無 線 電 話 機 が 接 続 さ れ た と き に ダ ウ ン
ロ ー ド 手 段 か ら 接 続 手 段 を 介 し て ダ ウ ン ロ ー ド さ れ る メ モ リ の 機 能 デ ー タ を 表 示 手 段 に 表
示 す る 表 示 制 御 手 段 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 充 電 台 は 、 接 続 手 段 を 介 し て 自 身 に 接 続
さ れ た 無 線 電 話 機 が 通 話 に 移 行 す る と 通 話 情 報 を 表 示 手 段 に 表 示 す る 表 示 制 御 手 段 を 有 す
る も の で あ る 。
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 無 線 電 話 機 は 、 機 能 デ ー タ が 登 録 さ れ た
メ モ リ を 有 し 、 充 電 台 は 、 記 憶 手 段 と 、 接 続 手 段 を 介 し て 自 身 に 無 線 電 話 機 が 接 続 さ れ た
と き に ダ ウ ン ロ ー ド 手 段 か ら 接 続 手 段 を 介 し て ダ ウ ン ロ ー ド さ れ る メ モ リ の 機 能 デ ー タ を
記 憶 手 段 に 格 納 す る 制 御 手 段 と を 有 す る も の で あ る 。
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に お い て 、 充 電 台 は タ イ マ 手 段
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を 有 し 、 上 記 消 去 手 段 は 、 表 示 手 段 へ の 情 報 の 表 示 後 の タ イ マ 手 段 の 計 時 に よ る 所 定 時 間
経 過 後 に 表 示 手 段 に 表 示 さ れ て い る 情 報 を 消 去 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ４ に お い て 、 充 電 台 は タ イ マ 手 段 を 有 し 、 上 記
消 去 手 段 は 、 前 記 充 電 台 へ の 無 線 電 話 機 の 非 接 続 が 検 出 さ れ た 後 の 前 記 タ イ マ 手 段 の 計 時
に よ る 所 定 時 間 経 過 後 に 前 記 記 憶 手 段 の 格 納 デ ー タ を 消 去 す る も の で あ る 。
　 ま た 、 請 求 項 ７ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ５ の い ず れ か に お い て 、 充 電 台 は 、 表 示
開 始 キ ー を 有 し 、 表 示 開 始 キ ー の 操 作 に 基 づ い て 表 示 手 段 へ の 情 報 の 再 表 示 を 可 能 に す る
も の で あ る 。
　 ま た 、 請 求 項 ８ の 発 明 は 、 無 線 電 話 機 と の 接 続 手 段 を 有 し 、 無 線 電 話 機 へ の 充 電 が 可 能
な 充 電 台 に お い て 、 自 身 に 接 続 さ れ た 無 線 電 話 機 か ら ダ ウ ン ロ ー ド さ れ る 機 能 情 報 を 受 信
す る 受 信 手 段 と 、 少 な く と も 受 信 手 段 の 受 信 に 基 づ く 情 報 を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、 前 記 情
報 を 消 去 す る 消 去 手 段 と を 設 け た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 充 電 台 は 、 無 線 電 話 機 か ら の ダ ウ ン ロ ー ド に 基 づ く 情 報 を 表 示 す る 表
示 手 段 と 、 こ の 情 報 を 消 去 す る 消 去 手 段 と を 備 え る よ う に し た の で 、 充 電 台 の 表 示 手 段 に
無 線 電 話 機 を 所 有 す る 利 用 者 の 例 え ば 私 用 デ ー タ が 表 示 さ れ て い た と し て も 、 こ の 私 用 表
示 デ ー タ を 消 去 で き る た め 、 こ の 私 用 デ ー タ が 第 三 者 に 知 ら れ る こ と を 排 除 で き 、 こ れ に
よ り 、 そ の 利 用 者 の プ ラ イ バ シ ー を 保 護 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 充 電 台 は 、 無 線 電 話 機 か ら ダ ウ ン ロ ー ド さ れ る こ の 無 線 電 話 機 の メ モ リ の 機 能 デ
ー タ を 表 示 手 段 に 表 示 す る よ う に し た の で 、 充 電 台 で は そ の 無 線 電 話 機 に 登 録 さ れ て い る
例 え ば 電 話 帳 情 報 を 表 示 で き る 。
　 ま た 、 充 電 台 は 、 無 線 電 話 機 が 通 話 に 移 行 す る と 通 話 情 報 を 表 示 手 段 に 表 示 す る よ う に
し た の で 、 充 電 台 で は 無 線 電 話 機 の 通 話 時 に そ の 通 話 情 報 を 表 示 で き る 。
　 ま た 、 充 電 台 は 、 無 線 電 話 機 か ら ダ ウ ン ロ ー ド さ れ る そ の 無 線 電 話 機 の メ モ リ の 機 能 デ
ー タ を 記 憶 手 段 に 格 納 す る よ う に し た の で 、 充 電 台 の 記 憶 手 段 に 無 線 電 話 機 の 電 話 帳 情 報
を 格 納 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 充 電 台 は 、 表 示 手 段 に 表 示 さ れ て い る 情 報 を タ イ マ 手 段 の 計 時 に よ る 所 定 時 間 経
過 後 に 消 去 す る よ う に し た の で 、 表 示 手 段 に 表 示 さ れ て い る 利 用 者 の 例 え ば 私 用 デ ー タ 等
を 簡 単 な 構 成 で 消 去 で き る と と も に 、 そ の 利 用 者 の プ ラ イ バ シ ー を 同 様 に 保 護 で き る 。
　 ま た 、 充 電 台 は 、 無 線 電 話 機 の 非 接 続 が 検 出 さ れ た 後 の タ イ マ 手 段 の 計 時 に よ る 所 定 時
間 経 過 後 に 記 憶 手 段 の 格 納 デ ー タ を 消 去 す る よ う に し た の で 、 充 電 台 の 記 憶 手 段 に 無 線 電
話 機 を 所 有 す る 利 用 者 の 例 え ば 私 用 デ ー タ が 格 納 さ れ て い た と し て も 、 こ の 私 用 デ ー タ を
簡 単 な 構 成 に よ り 消 去 で き る た め 、 同 様 に こ の 私 用 デ ー タ の 第 三 者 へ の 漏 洩 を 阻 止 で き 、
こ れ に よ り 、 そ の 利 用 者 の プ ラ イ バ シ ー を 保 護 で き る 。
　 ま た 、 充 電 台 は 、 表 示 開 始 キ ー の 操 作 に 基 づ き 表 示 手 段 へ の 情 報 の 再 表 示 を 可 能 に し た
の で 、 消 去 さ れ て い る 情 報 を 必 要 に 応 じ て 表 示 手 段 に 再 表 示 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 無 線 電 話 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 無 線 電 話
シ ス テ ム は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 充 電 台 １ と 、 こ の 充 電 台 １ に よ り 充 電 さ れ る 携 帯 電 話 機
で あ る 無 線 電 話 機 ２ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 充 電 台 １ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ 電 源 を 入 力 し て 充 電 台 １ の 各 部 に
電 源 電 圧 Ｖ を 供 給 す る 電 源 部 １ １ と 、 電 源 部 １ １ か ら の 電 源 を 無 線 電 話 機 ２ に 給 電 し て 充
電 さ せ る 給 電 部 １ ２ と 、 制 御 部 １ ３ と 、 無 線 電 話 機 ２ と デ ー タ 伝 送 を 行 う た め の 電 話 機 Ｉ
／ Ｆ 部 １ ４ と 、 記 憶 部 １ ５ と 、 表 示 器 で あ る Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ 及 び Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ Ｂ か ら な る 表 示
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部 １ ６ と 、 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ 、 テ ン キ ー （ ダ イ ヤ ル ボ タ ン ） １ ７ Ｂ 、 表 示 開 始 ボ タ ン １ ７
Ｃ 、 表 示 消 去 ボ タ ン １ ７ Ｄ 、 デ ー タ 消 去 ボ タ ン か ら な る 操 作 部 １ ７ と 、 セ ン サ １ ８ と 、 時
計 ／ カ レ ン ダ 部 １ ９ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 無 線 電 話 機 ２ は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 制 御 部 ２ １ と 、 メ モ リ ２ ２ と 、 表 示
部 ２ ３ と 、 操 作 部 ２ ４ と 、 無 線 部 ２ ５ と 、 ア ン テ ナ ２ ６ と 、 通 話 部 ２ ７ と 、 マ イ ク ２ ７ と
、 ス ピ ー カ ２ ９ と 、 充 電 台 １ と デ ー タ 伝 送 を 行 う た め の 通 信 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ ０ と 、 無 線 電 話 機
２ の 各 部 に 電 源 電 圧 Ｖ ’ を 供 給 す る 電 池 ３ １ と 、 充 電 台 １ か ら 給 電 電 流 を 電 池 ３ １ に 供 給
し て 充 電 す る 充 電 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ ２ と か ら な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う な 無 線 電 話 機 ２ と し て 、 図 ２ （ ａ ） の よ う に 、 複 数 の 外 線 を 収 容 す る ボ タ ン 電
話 装 置 の 主 装 置 ４ に 子 機 と し て 無 線 接 続 が 可 能 な 無 線 電 話 機 ２ Ａ と 、 図 ２ （ ｂ ） の よ う に
、 無 線 基 地 局 ５ に 無 線 接 続 が 可 能 な 無 線 電 話 機 ２ Ｂ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 、 ボ タ ン 電 話 装 置 の 主 装 置 ４ に 無 線 接 続 が 可 能 な 無 線 電 話 機 ２ Ａ の 場 合 に は 、 操
作 部 ２ ４ と し て 、 ダ イ ヤ ル ボ タ ン の 他 に 、 オ ー ト ダ イ ヤ ル 発 信 や リ ダ イ ヤ ル 発 信 を そ れ ぞ
れ 可 能 に す る オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン や リ ダ イ ヤ ル ボ タ ン 、 主 装 置 ４ に 収 容 さ れ て い る 外 線
を 選 択 す る た め の 外 線 ボ タ ン な ど の 各 種 機 能 ボ タ ン が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 オ ー ト ダ
イ ヤ ル ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、 無 線 電 話 機 ２ Ａ の 制 御 部 ２ １ は メ モ リ ２ ２ に 登 録 さ れ て い
る そ の オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン に 対 応 す る ダ イ ヤ ル 番 号 （ 相 手 電 話 番 号 ） を 読 み 出 し て 無 線
部 ２ ５ へ 送 信 し 、 さ ら に 無 線 部 か ら ア ン テ ナ ２ ６ を 介 し て 主 装 置 ４ 側 へ 送 信 さ せ る こ と に
よ り 、 主 装 置 ４ か ら 外 線 を 介 し た オ ー ト ダ イ ヤ ル の 発 信 が 行 わ れ る 。 ま た 、 リ ダ イ ヤ ル ボ
タ ン が 操 作 さ れ る と 、 制 御 部 ２ １ は メ モ リ ２ ２ の リ ダ イ ヤ ル 領 域 に 記 憶 さ れ て い る リ ダ イ
ヤ ル 番 号 （ 電 話 番 号 ） を 読 み 出 し て 主 装 置 ４ 側 へ 送 信 す る こ と に よ り 主 装 置 ４ か ら 外 線 を
介 し て リ ダ イ ヤ ル 発 信 が 行 わ れ る 。 さ ら に 、 外 線 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、 制 御 部 ２ １ は こ
の 操 作 情 報 を 主 装 置 ４ 側 へ 送 信 し 、 主 装 置 ４ は こ の 操 作 情 報 に 応 じ た 外 線 を 捕 捉 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 無 線 基 地 局 ５ に 無 線 接 続 が 可 能 な 一 般 の 携 帯 電 話 の よ う な 無 線 電 話 機 ２ Ｂ の 場 合
は 、 操 作 部 ２ ４ と し て 、 ダ イ ヤ ル ボ タ ン の 他 に 、 メ モ リ ２ ２ 内 の 電 話 帳 の 中 か ら 発 信 相 手
先 を 選 択 す る た め の 機 能 ボ タ ン が 設 け ら れ て い る 。 電 話 帳 に は 、 こ う し た 機 能 ボ タ ン に 対
応 し て 、 発 信 相 手 先 名 と そ の 電 話 番 号 が 対 に 登 録 さ れ 、 機 能 ボ タ ン が 操 作 さ れ る と 、 無 線
電 話 機 ２ Ｂ の 制 御 部 ２ １ は 、 電 話 帳 か ら 対 応 す る 電 話 番 号 を 読 み 出 し 表 示 部 ２ ３ に 表 示 し
、 続 い て オ フ フ ッ ク 操 作 が 行 わ れ る と 、 読 み 出 し た 電 話 番 号 を 無 線 部 ２ ５ へ 送 信 す る こ と
に よ り 、 無 線 部 ２ ５ か ら ア ン テ ナ ２ ６ を 介 し た 発 信 を 行 わ せ る 。 こ れ に よ り 、 無 線 基 地 局
５ 及 び 無 線 交 換 網 ６ を 経 由 し た 相 手 へ の 呼 び 出 し が 行 わ れ 、 相 手 の 応 答 に よ り 通 話 が 可 能
に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な 無 線 電 話 機 ２ は 、 各 機 能 ボ タ ン に 対 応 し た 機 能 情 報 （ 機 能 デ ー タ ： 無 線 電 話
機 ２ Ａ の 場 合 は 、 後 述 す る オ ー ト ＃ １ ， オ ー ト ＃ ２ ， リ ダ イ ヤ ル ， 外 線 ＃ １ ， ＃ ２ と い っ
た ボ タ ン 名 （ ボ タ ン の 名 称 ） 、 無 線 電 話 機 ２ Ｂ の 場 合 は 、 発 信 相 手 先 名 ） が メ モ リ ２ ２ に
登 録 さ れ 、 か つ そ れ ぞ れ の 機 能 ボ タ ン に 対 応 す る よ う に 表 示 部 ２ ３ の Ｌ Ｃ Ｄ の 各 領 域 に 表
示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 こ う し た 無 線 電 話 機 ２ が 充 電 台 １ に 載 置 さ れ る と 、 制 御 部 ２ １ は メ モ リ ２ ２ か
ら こ う し た 機 能 デ ー タ を 読 み 出 し て 充 電 台 １ へ 送 信 し 、 充 電 台 １ の そ れ ぞ れ の 機 能 ボ タ ン
１ ７ Ａ に 対 応 す る よ う に Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ の 各 領 域 に 表 示 さ せ る 。 ま た 、 こ う し た 機 能 デ ー タ
と 一 緒 に メ モ リ ２ ２ に 登 録 さ れ て い る オ ー ト ダ イ ヤ ル 番 号 や 、 電 話 帳 内 の 電 話 番 号 も 読 み
出 し て 充 電 台 １ に 送 信 し 、 充 電 台 １ の 記 憶 部 １ ５ に 格 納 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は 、 ボ タ ン 電 話 装 置 の 主 装 置 ４ に 無 線 接 続 可 能 な 無 線 電 話 機 ２ Ａ 側 か ら 送 信 し た 機
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能 デ ー タ を 充 電 台 １ で 表 示 し た 例 を 示 す 図 で あ る 。 充 電 台 １ の 制 御 部 １ ３ は 、 無 線 電 話 機
２ Ａ の 制 御 部 ２ １ が メ モ リ ２ ２ か ら 読 み 出 し 、 通 信 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ ０ を 介 し て 送 信 さ れ た 、 例
え ば 、 無 線 電 話 機 ２ Ａ の 各 オ ー ト ダ イ ヤ ル ボ タ ン （ 各 機 能 ボ タ ン ） の 名 称 で あ る オ ー ト ＃
１ ， オ ー ト ＃ ２ ， ・ ・ ・ と い っ た 各 機 能 デ ー タ を 、 電 話 機 Ｉ ／ Ｆ 部 １ ４ を 介 し て 受 信 す る
と 、 図 ３ （ ａ ） の よ う に 、 各 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ に 対 応 す る Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ の 領 域 に 表 示 す る
。 な お 、 こ の 受 信 し た 各 機 能 デ ー タ と 、 同 じ く 受 信 し た こ れ ら 各 機 能 デ ー タ に 対 応 す る 電
話 番 号 （ オ ー ト ダ イ ヤ ル 番 号 ） と を 対 に 記 憶 部 １ ５ に 格 納 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 充 電 台 １ の 制 御 部 １ ３ は 、 無 線 電 話 機 ２ Ａ 側 か ら 送 信 さ れ た 、 そ の 無 線 電 話 機 ２
Ａ に 設 け ら れ た 機 能 ボ タ ン の 名 称 で あ る 例 え ば 外 線 ＃ １ ， 外 線 ＃ ２ ， リ ダ イ ヤ ル ， ○ ○ （
株 ） ， ○ △ （ 株 ） な ど の 機 能 デ ー タ を 受 信 す る と 、 記 憶 部 １ ５ に 格 納 す る と と も に 、 各 機
能 ボ タ ン １ ７ Ａ に 対 応 す る Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ の 領 域 に 図 ３ （ ｂ ） の よ う に 表 示 す る 。 な お 、 無
線 電 話 機 ２ Ａ は 、 発 信 相 手 先 名 を 表 す 、 ○ ○ （ 株 ） ， ○ △ （ 株 ） な ど の 機 能 デ ー タ を 送 信
す る 場 合 、 こ れ ら の 機 能 デ ー タ に 対 応 す る 電 話 番 号 も メ モ リ ２ ２ か ら 読 み 出 し て 送 信 す る
こ と か ら 、 充 電 台 １ で は こ れ ら の 電 話 番 号 を 受 信 し て 、 ○ ○ （ 株 ） ， ○ △ （ 株 ） な ど の 機
能 デ ー タ と 対 に 記 憶 部 １ ５ に 格 納 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 無 線 基 地 局 ５ に 無 線 接 続 が 可 能 な 無 線 電 話 機 ２ Ｂ か ら 発 信 相 手 先 名 と そ の 電 話 番
号 か ら な る 電 話 帳 デ ー タ が 送 信 さ れ た 場 合 は 、 充 電 台 １ で は 、 こ れ ら の 電 話 帳 デ ー タ を 記
憶 部 １ ５ に 格 納 す る と と も に 、 受 信 し た 発 信 相 手 先 名 （ ａ ｂ ｃ ， ｃ ｄ ｅ ， ・ ・ ・ ） を 、 図
４ （ ａ ） の よ う に 、 各 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ に 対 応 す る Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ の 領 域 に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う な 、 充 電 台 １ に お い て 、 例 え ば 無 線 電 話 機 ２ Ｂ か ら 受 信 し 記 憶 部 １ ５ に 格 納 し
た 電 話 帳 デ ー タ を ア ク セ ス す る た め に 、 図 示 し な い ス ク ロ ー ル キ ー が 順 次 操 作 さ れ る と 、
充 電 台 １ の 制 御 部 １ ３ は 、 対 応 す る 電 話 番 号 を 記 憶 部 １ ５ か ら 読 み 出 し 、 Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ の
領 域 に 、 図 ４ （ ｂ ） の よ う に 、 発 信 相 手 先 名 と と も に そ の 電 話 番 号 を 順 次 表 示 す る 。 そ し
て 、 所 望 の 相 手 に 発 信 す る た め に 、 該 当 す る 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ が 操 作 さ れ る と 、 制 御 部 １
３ は 操 作 さ れ た 機 能 ボ タ ン に 応 じ た 電 話 番 号 を 、 電 話 機 Ｉ ／ Ｆ 部 １ ４ を 介 し て 無 線 電 話 機
２ Ｂ へ 送 信 す る 。 ま た 、 こ の と き 、 制 御 部 １ ３ は Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ に 、 図 ４ （ ｃ ） の よ う に 、
「 発 信 」 、 「 発 信 相 手 先 名 （ 佐 藤 和 雄 ） 」 、 「 電 話 番 号 （ 03-XXXX-YYZZ） 」 を 表 示 す る 。
無 線 電 話 機 ２ Ｂ の 制 御 部 ２ １ で は 、 無 線 電 話 機 ２ Ｂ 側 か ら 送 信 さ れ た 電 話 番 号 を 通 信 Ｉ ／
Ｆ 部 ３ ０ を 介 し て 受 信 し 、 か つ 自 身 が 充 電 台 １ か ら 取 り 上 げ ら れ て オ フ フ ッ ク 操 作 が 行 わ
れ る と 、 受 信 し た 電 話 番 号 を 無 線 部 ２ ５ へ 送 信 し 、 無 線 部 ２ ５ か ら ア ン テ ナ ２ ６ を 介 し て
無 線 発 信 を 行 わ せ る 。 こ れ に よ り 、 無 線 基 地 局 ５ 及 び 無 線 交 換 網 ６ を 経 由 し た 相 手 へ の 呼
び 出 し が 行 わ れ 、 相 手 の 応 答 に よ り 無 線 電 話 機 ２ Ｂ の 利 用 者 と 相 手 と の 通 話 が 行 わ れ る と
、 「 通 話 時 間 」 や 、 「 通 話 料 金 」 な ど の 通 話 情 報 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 充 電 台 １ に お い て 、 例 え ば 無 線 電 話 機 ２ Ａ か ら 受 信 し 記 憶 部 １ ５ に 格 納 し た オ ー
ト ダ イ ヤ ル 番 号 を ア ク セ ス す る た め に 、 ス ク ロ ー ル キ ー が 順 次 操 作 さ れ る と 、 充 電 台 １ の
制 御 部 １ ３ は 、 対 応 す る 各 オ ー ト ダ イ ヤ ル 号 を 記 憶 部 １ ５ か ら 読 み 出 し 、 Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ の
領 域 に 、 オ ー ト ＃ １ ， オ ー ト ＃ ２ 等 の ボ タ ン 名 と と も に そ の ダ イ ヤ ル 番 号 を 順 次 表 示 す る
。 そ し て 、 所 望 の 相 手 に 発 信 す る た め に 、 該 当 す る 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ が 操 作 さ れ る と 、 制
御 部 １ ３ は 操 作 さ れ た 機 能 ボ タ ン に 応 じ た ダ イ ヤ ル 番 号 を 、 無 線 電 話 機 ２ Ａ へ 送 信 す る 。
こ の 場 合 、 制 御 部 １ ３ は Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ に 、 図 ４ （ ｃ ） の よ う に 、 「 発 信 」 、 「 ボ タ ン 名 （
オ ー ト ＃ ｎ ） 」 、 「 電 話 番 号 」 を 同 様 に 表 示 す る 。 無 線 電 話 機 ２ Ｂ の 制 御 部 ２ １ で は 、 無
線 電 話 機 ２ Ｂ 側 か ら 送 信 さ れ た ダ イ ヤ ル 番 号 を 受 信 し 、 か つ 自 身 が 充 電 台 １ か ら 取 り 上 げ
ら れ て オ フ フ ッ ク 操 作 が 行 わ れ る と 、 受 信 し た ダ イ ヤ ル 番 号 を 無 線 部 ２ ５ へ 送 信 し 、 無 線
部 ２ ５ か ら ア ン テ ナ ２ ６ を 介 し 主 装 置 ４ 側 へ 送 信 さ せ 、 主 装 置 ４ か ら 外 線 を 介 し た 発 信 を
行 わ せ る 。 こ れ に よ り 、 外 線 を 介 し た 相 手 へ の 呼 び 出 し が 行 わ れ 、 相 手 の 応 答 に よ り 無 線
電 話 機 ２ Ａ の 利 用 者 と 相 手 と の 通 話 が 行 わ れ る と 、 「 通 話 時 間 」 や 、 「 通 話 料 金 」 な ど の
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通 話 情 報 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 充 電 台 １ に 設 け ら れ た セ ン サ １ ８ は 、 そ の 充 電 台 １ の 周 囲 に 人 が い る か 否 か を
検 出 す る も の で あ り 、 無 線 電 話 機 ２ Ａ ま た は 無 線 電 話 機 ２ Ｂ の 通 話 中 に 、 そ の 通 話 者 が 充
電 台 １ の 周 囲 に い な い こ と を 前 記 セ ン サ １ ８ が 検 出 す る と 、 充 電 台 １ の 制 御 部 １ ３ は 、 無
線 電 話 機 ２ Ａ ま た は 無 線 電 話 機 ２ Ｂ の 通 話 は 終 了 し た と 判 断 し て 、 Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ に 表 示 さ
れ て い る 、 発 信 相 手 先 名 や 、 そ の 電 話 番 号 、 通 話 時 間 等 の 通 話 詳 細 情 報 の 表 示 を 消 去 し 、
時 計 ／ カ レ ン ダ 部 １ ９ か ら の カ レ ン ダ 、 時 刻 デ ー タ を 読 み 出 し て 、 図 ４ （ ｄ ） の よ う な 、
カ レ ン ダ ／ 時 刻 表 示 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 無 線 電 話 機 ２ が 充 電 台 １ に 載 置 さ れ た 状 態 で こ の 無 線 電 話 機 ２ に 着 信 が 到 来 す る
と 、 そ の 着 信 情 報 は 充 電 台 １ 側 に 伝 達 さ れ 、 こ の 場 合 、 充 電 台 １ は Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ Ｂ を 着 信 表
示 （ 点 滅 表 示 ） す る と と も に 、 前 記 着 信 情 報 に 含 ま れ る 着 信 相 手 先 が 自 身 の 記 憶 部 １ ５ に
登 録 さ れ て い る 場 合 は 、 そ の 着 信 相 手 先 の 詳 細 情 報 を 、 Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ に 、 図 ４ （ ｅ ） の よ
う に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 無 線 電 話 シ ス テ ム の 要 部 動 作 を 図 ５ 及 び 図 ６ の フ ロ ー チ
ャ ー ト に 基 づ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 さ れ る 第 １ の 要 部 動 作 に つ
い て 説 明 す る 。
　 充 電 台 １ に 無 線 電 話 機 ２ が 載 置 さ れ る と 、 充 電 台 １ の 給 電 部 １ ２ と 無 線 電 話 機 ２ の 充 電
Ｉ ／ Ｆ 部 ３ ２ と が 接 続 さ れ て 、 給 電 部 １ ２ か ら 充 電 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ ２ を 介 し て 電 池 ３ １ に 電 流
が 供 給 さ れ 、 こ の 電 流 に よ り 電 池 ３ １ の 充 電 が 行 わ れ る 。 ま た 、 こ の と き 、 充 電 台 １ の 電
話 機 Ｉ ／ Ｆ 部 １ ４ と 無 線 電 話 機 ２ の 通 信 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ ０ と が 同 様 に 接 続 さ れ 、 無 線 電 話 機 ２
の 制 御 部 ２ １ は 自 身 が 充 電 台 １ に 載 置 さ れ た か 否 か を 、 通 信 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ ０ を 介 し て 検 出 す
る こ と に よ り 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 無 線 電 話 機 ２ が 充 電 台 １ に 載 置 さ れ た と 判 定 さ れ る と （ ス テ ッ プ Ｓ １ の Ｙ ） 、
無 線 電 話 機 ２ の 制 御 部 ２ １ は メ モ リ ２ ２ に 登 録 さ れ て い る 、 前 記 の 機 能 デ ー タ （ 機 能 ボ タ
ン の 名 称 な ど の 機 能 デ ー タ ） 及 び こ れ に 対 応 す る オ ー ト ダ イ ヤ ル 番 号 等 、 又 は 発 信 相 手 先
名 及 び そ の 電 話 番 号 か ら な る 電 話 帳 デ ー タ を 読 み 出 し 、 充 電 台 １ に 転 送 す る ダ ウ ン ロ ー ド
を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 充 電 台 １ で は こ れ ら の デ ー タ を 受 信 す る と 記 憶 部 １ ５ に 格 納 す
る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。 そ し て 、 ダ ウ ン ロ ー ド さ れ た デ ー タ を 、 図 ３ （ ａ ） ， （ ｂ ） ， 図 ４
（ ａ ） の よ う に Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ に 表 示 し 、 さ ら に 所 定 操 作 （ 例 え ば 図 示 し な い ス ク ロ ー ル キ
ー 操 作 ） に よ り 図 ４ （ ｂ ） の よ う に 表 示 す る 。 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 充 電 台 １ の 或 る 機 能 ボ タ ン １ ７ Ａ が 操 作 さ れ る こ と に よ り 対 応 の 電 話 番 号 が 前
述 の よ う に 無 線 電 話 機 ２ 側 に 送 ら れ る と 、 充 電 台 １ の 制 御 部 １ ３ は こ の 無 線 電 話 機 ２ の 通
話 が 開 始 さ れ た と 判 断 し （ ス テ ッ プ Ｓ ５ の Ｙ ） 、 そ の 通 話 に 関 す る 詳 細 情 報 と し て 、 前 述
の 図 ４ （ ｃ ） で 示 さ れ る 情 報 を Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ に 表 示 す る 。 な お 、 無 線 電 話 機 ２ 側 は 充 電 台
１ か ら 送 ら れ る 電 話 番 号 を 受 信 す る と 、 前 述 し た よ う に そ の 電 話 番 号 を 発 信 し 、 相 手 応 答
に よ り 通 話 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に し て 無 線 電 話 機 ２ の 通 話 中 に は そ の 通 話 詳 細 情 報 が Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ に 表 示 さ れ
る 。 こ こ で 、 記 憶 部 １ ５ 内 に 、 こ う し た 通 話 詳 細 情 報 の 表 示 を 継 続 さ せ る 旨 の 情 報 が 設 定
さ れ て い る 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ６ の Ｙ ） は 、 充 電 台 １ の 制 御 部 １ ３ は 、 通 話 詳 細 情 報 の 表 示
を 消 去 せ ず に 継 続 さ せ 、 通 話 中 の 無 線 電 話 機 ２ の 終 話 を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 。 こ こ
で 、 セ ン サ １ ８ の 出 力 が 充 電 台 １ の 周 囲 に そ の 通 話 者 が い な い こ と を 示 す 場 合 は 、 制 御 部
１ ３ は 終 話 と 判 断 し （ ス テ ッ プ Ｓ ７ の Ｙ ） 、 Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ に 表 示 さ れ て い る 通 話 詳 細 情 報
を 消 去 し 、 図 ４ （ ｄ ） に 示 す カ レ ン ダ ／ 時 刻 表 示 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 ま た 、 記 憶 部 １ ５ 内 に 、 通 話 詳 細 情 報 の 表 示 を タ イ マ で 消 去 す る 旨 の 情 報 が 設 定 さ れ て
い る 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ９ の Ｙ ） は 、 制 御 部 １ ３ は 図 示 し な い タ イ マ を 起 動 し 、 そ の タ イ マ
の 計 時 に よ る 所 定 期 間 の 経 過 を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ） 。 そ し て 、 そ の 所 定 期 間 が 経
過 す る と 、 図 示 し な い ブ ザ ー を 一 定 時 間 鳴 動 さ せ て 警 報 音 を 送 出 （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） し た
後 、 通 話 詳 細 情 報 を 消 去 し 、 図 ４ （ ｄ ） に 示 す カ レ ン ダ ／ 時 刻 表 示 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １
２ ） 。 ま た 、 前 記 所 定 期 間 が 経 過 し な い う ち に 無 線 電 話 機 ２ の 終 話 が 検 出 さ れ る と （ ス テ
ッ プ Ｓ １ ３ の Ｙ ） 、 同 様 に 通 話 詳 細 情 報 を 消 去 し 、 図 ４ （ ｄ ） に 示 す カ レ ン ダ ／ 時 刻 表 示
を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 記 憶 部 １ ５ 内 に 、 通 話 詳 細 情 報 の 表 示 を 表 示 消 去 ボ タ ン １ ７ Ｄ の 操 作 に よ り 消 去
す る 旨 の 情 報 が 設 定 さ れ て い る 場 合 は 、 そ の 表 示 消 去 ボ タ ン １ ７ Ｄ の 操 作 の 有 無 を 判 断 す
る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ） 。 こ こ で 、 表 示 消 去 ボ タ ン １ ７ Ｄ の 操 作 が 検 出 さ れ た 場 合 は 、 制 御
部 １ ３ は 通 話 詳 細 情 報 を 消 去 し 、 図 ４ （ ｄ ） に 示 す カ レ ン ダ ／ 時 刻 表 示 を 行 う （ ス テ ッ プ
Ｓ １ ６ ） 。 ま た 、 表 示 消 去 ボ タ ン １ ７ Ｄ が 操 作 さ れ ず に 、 無 線 電 話 機 ２ の 終 話 が 検 出 さ れ
る と （ ス テ ッ プ Ｓ １ ７ の Ｙ ） 、 同 様 に 通 話 詳 細 情 報 を 消 去 し 、 図 ４ （ ｄ ） に 示 す カ レ ン ダ
／ 時 刻 表 示 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 表 示 消 去 ボ タ ン １ ７ Ｄ に よ る 消 去 は 常 時 有 効 と し て も よ く 、 無 線 電 話 機 ２ の 終 話
が 検 出 さ れ な い 場 合 、 或 い は タ イ マ の 所 定 期 間 が 経 過 し な い 場 合 で あ っ て も 表 示 消 去 ボ タ
ン １ ７ Ｄ の 操 作 に よ り 消 去 す る よ う に し て も 良 い 。
　 ま た 、 表 示 開 始 ボ タ ン １ ７ Ｃ を 操 作 す る こ と に よ り 、 消 去 さ れ て い た 通 話 詳 細 情 報 を 再
表 示 す る よ う に し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 通 話 詳 細 情 報 に 含 ま れ る 通 話 時 間 は 表 示 が 消 去 さ
れ て い る 間 も 演 算 を 継 続 し て い る た め 、 正 確 な 通 話 時 間 を 再 表 示 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 上 記 の 例 で は 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す 通 話 詳 細 情 報 を 消 去 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た
が 、 図 ３ （ ａ ） ， （ ｂ ） ， 図 ４ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う な 通 話 詳 細 情 報 以 外 の 表 示
を 消 去 す る 場 合 に つ い て も 、 同 様 に 、 記 憶 部 １ ５ 内 の 設 定 情 報 に 基 づ い て 消 去 さ れ る 。
　 こ の よ う に 、 無 線 電 話 機 ２ に 登 録 さ れ そ の 無 線 電 話 機 ２ か ら ダ ウ ン ロ ー ド さ れ て 充 電 台
１ の Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ Ａ に 表 示 さ れ て い る デ ー タ を 、 必 要 に 応 じ て 消 去 で き る た め 、 例 え ば そ の
表 示 デ ー タ が そ の 無 線 電 話 機 ２ を 所 有 す る 利 用 者 の 私 用 デ ー タ で あ っ た と し て も こ の 私 用
デ ー タ が 第 三 者 に 知 ら れ る こ と を 排 除 で き 、 こ れ に よ り 、 そ の 利 用 者 の プ ラ イ バ シ ー を 保
護 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 さ れ る 第 ２ の 要 部 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 充 電 台 １ に 無 線 電 話 機 ２ が 載 置 さ れ る と 、 無 線 電 話 機 ２ の 制 御 部 １ ３ は 自 身 が 充 電 台 １
に 載 置 さ れ た か 否 か を 、 通 信 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ ０ を 介 し て 検 出 す る こ と に よ り 判 断 す る （ ス テ ッ
プ Ｓ ２ １ ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 無 線 電 話 機 ２ が 充 電 台 １ に 載 置 さ れ た と 判 定 さ れ る と （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ の Ｙ ） 、 無 線 電
話 機 ２ の 制 御 部 ２ １ は 、 充 電 台 １ の 記 憶 部 １ ５ に 設 定 さ れ て い る 充 電 台 １ の Ｉ Ｄ 及 び 設 定
情 報 を 通 信 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ ０ を 介 し て 入 力 す る 。 そ し て 、 そ の 設 定 情 報 が 、 記 憶 部 １ ５ に ダ ウ
ン ロ ー ド さ れ て い る デ ー タ を 消 去 し な い 旨 の 情 報 で あ り 、 か つ そ の 充 電 台 １ の Ｉ Ｄ が 自 身
の Ｉ Ｄ と 不 一 致 の 場 合 は 充 電 台 １ へ の デ ー タ の ダ ウ ン ロ ー ド は 行 わ ず 、 上 記 条 件 以 外 の 場
合 に 、 メ モ リ ２ ２ に 登 録 さ れ て い る 、 前 記 の 機 能 デ ー タ （ 機 能 ボ タ ン の 名 称 な ど の 機 能 デ
ー タ ） 及 び こ れ に 対 応 す る オ ー ト ダ イ ヤ ル 番 号 等 、 又 は 発 信 相 手 先 名 及 び そ の 電 話 番 号 か
ら な る 電 話 帳 デ ー タ を 読 み 出 し 、 充 電 台 １ に 転 送 す る ダ ウ ン ロ ー ド を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ ２
２ ） 。 充 電 台 １ の 制 御 部 １ ３ で は 、 無 線 電 話 機 ２ か ら ダ ウ ン ロ ー ド さ れ た デ ー タ を 受 信 し
、 記 憶 部 １ ５ に 格 納 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ） 。 こ の 受 信 デ ー タ の 記 憶 部 １ ５ へ の 格 納 の 際
に は 、 制 御 部 １ ３ は 記 憶 部 １ ５ に 格 納 さ れ て い る 以 前 の デ ー タ を 全 て 消 去 し て か ら 、 そ の
受 信 デ ー タ を 格 納 す る 。 こ れ に よ り 、 以 前 の デ ー タ が Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ に 表 示 さ れ る こ と を 防 止
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で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ こ で 、 充 電 台 １ の 制 御 部 １ ３ は 、 充 電 台 １ か ら そ の 無 線 電 話 機 ２ が 取 り 上 げ ら れ 自 身
と 非 接 続 と な っ た こ と を 電 話 機 Ｉ ／ Ｆ 部 １ ４ を 介 し て 検 出 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ の Ｙ ）
、 記 憶 部 １ ５ 内 に 、 そ の 記 憶 部 １ ５ の ダ ウ ン ロ ー ド デ ー タ を 直 ち に 消 去 す る 旨 の 情 報 が 設
定 さ れ て い る 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ の Ｙ ） は 、 記 憶 部 １ ５ の ダ ウ ン ロ ー ド デ ー タ を 消 去 （
ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ ） し た 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ へ 戻 り 、 充 電 台 １ へ の 再 度 の 無 線 電 話 機 ２ の 載
置 の 有 無 を 判 断 す る 。 ま た 、 記 憶 部 １ ５ 内 に 、 そ の 記 憶 部 １ ５ の ダ ウ ン ロ ー ド デ ー タ を 消
去 し な い 旨 の 情 報 が 設 定 さ れ て い る 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ の Ｙ ） は 、 記 憶 部 １ ５ 内 の ダ ウ
ン ロ ー ド デ ー タ を 消 去 せ ず に ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 記 憶 部 １ ５ 内 に 、 そ の 記 憶 部 １ ５ の ダ ウ ン ロ ー ド デ ー タ を タ イ マ で 消 去 す る 旨 の
情 報 が 設 定 さ れ て い る 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ８ の Ｙ ） は 、 制 御 部 １ ３ は 図 示 し な い タ イ マ を
起 動 し 、 そ の タ イ マ の 計 時 に よ る 所 定 期 間 の 経 過 を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ９ ） 。 そ し て
、 そ の 所 定 期 間 が 経 過 す る と 、 記 憶 部 １ ５ の ダ ウ ン ロ ー ド デ ー タ を 消 去 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０
） し た う え 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に 戻 る 。 な お 、 制 御 部 １ ３ は 、 前 記 所 定 期 間 が 経 過 し な い う
ち に 無 線 電 話 機 ２ が 充 電 台 １ に 載 置 さ れ た こ と を 電 話 機 Ｉ ／ Ｆ １ ４ を 介 し て 検 出 す る と （
ス テ ッ プ Ｓ ３ １ の Ｙ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ へ 戻 る 。 こ の 場 合 、 充 電 台 １ に 載 置 さ れ た 無 線 電
話 機 ２ は 同 様 に 通 信 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ ０ を 介 し て 自 身 が 充 電 台 １ に 載 置 さ れ た こ と を 認 識 し 、 充
電 台 １ に 設 定 さ れ て い る そ の 充 電 台 １ の Ｉ Ｄ 及 び 設 定 情 報 を 同 様 に 入 力 し て 、 そ の 設 定 情
報 が 、 記 憶 部 １ ５ に ダ ウ ン ロ ー ド さ れ て い る デ ー タ を 消 去 し な い 旨 の 情 報 で 、 か つ そ の 充
電 台 １ の Ｉ Ｄ が 自 身 の Ｉ Ｄ と 不 一 致 の 場 合 以 外 の 場 合 は 、 自 身 の メ モ リ ２ ２ 内 の 登 録 デ ー
タ を 同 様 に 充 電 台 １ へ ダ ウ ン ロ ー ド す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 記 憶 部 １ ５ 内 に 、 そ の 記 憶 部 １ ５ 内 の ダ ウ ン ロ ー ド デ ー タ を デ ー タ 消 去 ボ タ ン １
７ Ｅ の 操 作 に よ り 消 去 す る 旨 の 情 報 が 設 定 さ れ て い る 場 合 は 、 制 御 部 １ ３ は そ の デ ー タ 消
去 ボ タ ン １ ７ Ｅ の 操 作 の 有 無 を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ） 。 こ こ で 、 デ ー タ 消 去 ボ タ ン
１ ７ Ｅ の 操 作 が 検 出 さ れ た 場 合 は 、 制 御 部 １ ３ は 記 憶 部 １ ５ の ダ ウ ン ロ ー ド デ ー タ を 消 去
（ ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ） し た う え 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に 戻 る 。 ま た 、 制 御 部 １ ３ は 、 デ ー タ 消 去
ボ タ ン １ ７ Ｅ の 操 作 が 検 出 さ れ ず に 、 無 線 電 話 機 ２ が 充 電 台 １ に 載 置 さ れ た こ と を 電 話 機
Ｉ ／ Ｆ １ ４ を 介 し て 検 出 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ の Ｙ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ へ 戻 る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う に 、 無 線 電 話 機 ２ に 登 録 さ れ そ の 無 線 電 話 機 ２ か ら ダ ウ ン ロ ー ド さ れ て 充 電 台
１ の 記 憶 部 １ ５ に 格 納 さ れ た ダ ウ ン ロ ー ド デ ー タ を 、 必 要 に 応 じ て 消 去 で き る た め 、 第 三
者 が そ の デ ー タ を 表 示 さ せ る た め の 操 作 を 行 っ た と し て も 充 電 台 １ の Ｌ Ｃ Ｄ １ ６ に は 表 示
で き な い こ と か ら 、 こ れ ら の デ ー タ が 例 え ば そ の 無 線 電 話 機 ２ を 所 有 す る 利 用 者 の 私 用 の
デ ー タ で あ っ た と し て も そ の デ ー タ の 第 三 者 へ の 漏 洩 を 阻 止 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り
、 そ の 利 用 者 の プ ラ イ バ シ ー を 保 護 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 無 線 電 話 シ ス テ ム を 構 成 す る 充 電 台 の ブ ロ ッ ク 図 （ 図 １ （ ａ ） ） 及
び 無 線 電 話 機 の ブ ロ ッ ク 図 （ 図 １ （ ｂ ） ） で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 無 線 電 話 機 が ボ タ ン 電 話 機 の 主 装 置 に 子 機 と し て 接 続 さ れ る 例 （ 図 ２ （ ａ ）
） 、 及 び 、 無 線 基 地 局 に 接 続 さ れ る 例 （ 図 ２ （ ｂ ） ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 充 電 台 の 機 能 ボ タ ン に 対 応 す る 機 能 デ ー タ の 表 示 状 況 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 充 電 台 の 機 能 ボ タ ン に 対 応 す る 機 能 デ ー タ の 表 示 状 況 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 無 線 電 話 シ ス テ ム の 第 １ の 要 部 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 無 線 電 話 シ ス テ ム の 第 ２ の 要 部 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 １ … 充 電 台 、 ２ ， ２ Ａ ， ２ Ｂ … 無 線 電 話 機 、 ３ 1 ～ ３ n … ボ タ ン 電 話 機 、 ４ … 主 装 置 、 ５
… 基 地 局 、 ６ … 無 線 交 換 網 、 １ ３ ， ２ １ … 制 御 部 、 １ ４ … 電 話 機 Ｉ ／ Ｆ 部 、 １ ５ … 記 憶 部
、 １ ６ ， ２ ３ … 表 示 部 、 １ ６ Ａ … Ｌ Ｃ Ｄ 、 １ ６ Ｂ … Ｌ Ｅ Ｄ 、 １ ７ ， ２ ４ … 操 作 部 、 １ ７ Ａ
… 機 能 ボ タ ン 、 １ ７ Ｂ … ダ イ ヤ ル ボ タ ン 、 １ ７ Ｃ … 表 示 開 始 ボ タ ン 、 １ ７ Ｄ … 表 示 消 去 ボ
タ ン 、 １ ７ Ｅ … デ ー タ 消 去 ボ タ ン 、 １ ８ … セ ン サ 、 ２ ２ … メ モ リ 、 ３ ０ … 通 信 Ｉ ／ Ｆ 部 。
                                                                                

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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